
パブリックコメント実施結果 

 

「 第２次白山市男女共同参画行動計画（改定版）(案) 」に対するご意見と

市の考え方について 

募集期間：令和４年１月２７日(木)～２月９日(水) 

結  果：２名の方から１６件の意見 

 

 パブリックコメントに寄せられた計画案へのご意見・ご要望と、それに対する市の考え

方は以下のとおりです。 

 また、ご意見、ご要望については、内容を要約し掲載しています。 

 

〇計画全般に関するご意見 

ご意見・ご要望 市の考え方 

 「施策の方向と具体的施策」各項目に対す

る各担当部署を明記し、各部署および市民が

これに沿って行動を推進しやすくしてくだ

さい。 

 本計画は、男女共同参画推進のため、市と

して取り組む各施策の方向性を示すもので

す。各担当部署が実施する具体的な事業につ

いては、毎年の実施事業報告をホームページ

にて公開しております。 

表紙に「計画期間 令和４～８年度」を掲

載してください。 

ご意見を踏まえ、表紙に計画期間を掲載し

ます。 

 

〇計画の基本的な考え方に関するご意見 

ご意見・ご要望 市の考え方 

若年者やＬＧＢＴＱ＋当事者の方で、男女

と明記されると、「どちらでもない」「どち

らともいえない」という方が疎外感を感じる

ようです。 

Ｐ１冒頭の「白山市では、女性も男性もす

べての市民が」をＰ２０の「本市では、すべ

ての市民が・・・」と同様の表現でもでもよ

いのではないかと感じました。 

 第２次白山市男女共同参画行動計画は、

「男女共同参画社会基本法」に基づき、「男

性」「女性」といった性別に起因した差別的

な取扱い、制度・慣行を解消し、性別にかか

わりなく、その個性と能力を十分に発揮する

ことができる男女共同参画社会の実現を目

指し策定するものです。 

 人の性のあり方は多様であり、単純に「男

性」「女性」と分けられるものではありませ

んが、社会的・文化的に作られた性に起因す

る諸問題に対応するため、本計画では「男女」

の表記をしているものです。 

 



パブリックコメント実施結果 

 

ご意見・ご要望 市の考え方 

「この計画はＳＤＧｓの各目標とも関連

しており、特に、「目標５ ジェンダー平等

を達成し、すべての女性及び女児のエンパワ

ーメントを行う」と深く関係しています。」

という趣旨の文をぜひ追加すべきです。 

 

ご意見を踏まえ、ＳＤＧｓとの関連について

の表記を追加します。 

 

〇基本目標１「あらゆる分野で男女がともに輝く社会づくり」に関するご意見 

ご意見・ご要望 市の考え方 

「１－４ 多様な分野における男女共同参

画の推進」の【現状と課題】において、町内

会長に占める女性の割合を示しているが、も

し無理でなければ副会長に占める女性の比

率も示すとよいのではないでしょうか。 

活力ある地域づくりを進めるために、女性

をはじめとした多様な視点から意見を取り

入れ、反映させていくことが重要です。今後

も、地域における女性の活躍が進むよう、地

域の状況を注視しつつ女性活躍推進に取り

組んでまいります。 

 

〇基本目標２「健康で安全・安心な社会づくり」に関するご意見 

ご意見・ご要望 市の考え方 

Ｐ１６「【施策の方向と具体的施策】」「④

様々な困難を抱える人への生活・自立支援と

多様性を尊重する社会づくり」において、 

(１)「性の多様性に関する正しい知識を学ぶ

ための教育を実施します。」について、知識

の勉強にとどまることなく、その目標にそっ

た実践力の育成も必要であり、市職員への研

修等についても施策内容に含めるべきです。 

(２)「性の多様性に関する情報提供を行い、

周知・啓発を図ります。」について、自治体

の職員や教員全員が適切な対応ができるよ

うにするため、職員・教職員向けガイドライ

ンやハンドブックの速やかな作成が望まれ

ます。 

 

(１)性の多様性を含め、様々な属性の人々に

ついて、正しい理解を持ち、誰もが個人とし

て尊重されるよう推進していきたいと考え

ております。また、性の多様性に関する職員

研修等を引き続き開催し、実践力の向上に努

めてまいります。 

(２) 職員向けガイドライン等の作成につい

ては、近隣自治体と連携し、先進事例を参考

に、検討してまいりたいと考えております。 
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ご意見・ご要望 市の考え方 

Ｐ１７「２－２ 配偶者等からの暴力の根

絶」において、【現状と課題】の中で「さら

に近年、性暴力の被害についても・・・」と

性暴力に関する記述がありますが、性暴力と

ストーカーを併記した方が良いと思います。 

 

ご意見を踏まえ、【現状と課題】の表記を

「性暴力やストーカー行為、セクシュアルハ

ラスメントなどの被害についても・・・」に

変更します。 

 

Ｐ１９①ＤＶ防止に向けた意識啓発につ

いて、現状として、特に若年（中高校生）は

何がＤＶなのかが、わからない現状です。Ｄ

Ｖが身体的暴力だけではなく、支配や束縛で

あることを、どこの時点で伝えるのかを明記

くださるといいと思います。 

将来の配偶者間のＤＶの予防につながり

とても大切だと考えます。 

ＤＶや性暴力は犯罪となる行為をも含む

重大な人権侵害であり、若年の段階から、発

達段階に合わせＤＶに対する正しい知識を

身に着けることが重要であると考えます。 

そのため、さまざまな機会・場を通して、

ＤＶ防止に向け、デートＤＶやＳＮＳなどの

ネット被害を含め、若年者向けＤＶ啓発リー

フレットを配布する等一層周知に努め、将来

のＤＶ予防にもつなげて参ります。 

 

市民意識調査で、（ＤＶについて）受けた

暴力の種類を尋ね、結果をグラフでわかりや

すく示しているのは、啓発や対応・支援を進

めるうえで重要かつよい方法と思います。 

今後とも、ＤＶ防止に向けた啓発と、被害

者支援に取組んでまいります。 

 

〇基本目標３「男女共同参画が進む環境づくり」に関するご意見 

ご意見・ご要望 市の考え方 

Ｐ２０「３－１ 人権尊重の理念と男女共

同参画社会の理解促進」において、「こうし

た背景には、長年にわたり形成された性別に

基づく無意識の思い込み（アンコンシャス・

バイアス）が根強く残っていることが考えら

れます。」とありますが、性的マイノリティ

への正しい理解と適切な対応を推進するた

めにも、「長年にわたり形成された性別【・

性的指向・性自認】・・・」と【 】内を補

足してください。 

「性別」には、男女だけでなく「性的指向・

性自認」も含まれているものと考えておりま

す。 
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ご意見・ご要望 市の考え方 

Ｐ２３【施策の方向と具体的施策】「①男

女共同参画意識の啓発と教育」において、「そ

れぞれの個性を尊重し、男女共同参画の視点

から教育・保育を行います」を、「一人ひと

りの個性を尊重し、」に変更し、「男女それ

ぞれ」と誤解されない表現にすべきです。 

 

ご意見を踏まえ、表現を「一人ひとりの個

性」に変更いたします。 

Ｐ２６【施策の方向と具体的施策】「①男

女共同参画を進める体制づくり」おいて、 

(１) 委員に質問や要望を伝えられるよう、

審議会委員名簿、議事概要をホームページ等

により公開すべきです。 

(２)苦情処理委員会に寄せられた件数・概況

については、男女共同参画推進のための市民

の共有財産となる情報であることから、苦情

処理委員名簿および寄せられた苦情の件数

と委員会開催概況についてホームページ等

により公開すべきです。 

(１)男女共同参画についての質問や要望に

ついては、男女共同参画室へお寄せいただく

よう周知してまいります。 

(２)苦情処理委員会については、その設置に

ついてホームページで周知してまいります。 

Ｐ２６【施策の方向と具体的施策】「②広

報紙・刊行物等における男女共同参画」にお

いて、多様性の包摂（ダイバーシティ＆イン

クルージョン）の観点から、「広報紙・刊行

物の表現についてのガイドラインの周知を

図ります。」に「多様性の包摂（ダイバーシ

ティ＆インクルージョン）の観点から時代の

ニーズに合ったものに改訂」する旨を補足し

てください。 

 「広報紙・刊行物の表現についてのガイド

ライン」については、「男女」の視点だけで

なく、広く多様性を包摂した観点が必要にな

ってきております。今後、先進事例を参考に

検討してまいります。 

男女共同参画の推進状況、施策や事業の実

施状況について、ホームページを確認しても

見当たりません。 

市では、毎年の事業実施について、ホーム

ページで公表しておりますが、公開ページが

分かり難く、申し訳ありませんでした。 

今後、掲載場所が分かりやすくなるよう改

善してまいります。 
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〇数値目標に関するご意見 

ご意見・ご要望 市の考え方 

指標項目に「男女共同参画審議会への傍聴

者数」を追加してください。 

審議会については原則公開しており、今後

とも、市民の方に傍聴ができることを周知し

てまいります。 

なお、傍聴者数を指標項目にすることにつ

いては、今後研究してまいります。 

指標項目に、「性の多様性に関する用語の

認知度」を追加してください。 

性の多様性については、今後も用語の認知

度に限らず、「人の性のあり方は多様である」

という考え方を広く周知・啓発していきたい

と考えております。 

なお、令和３年に実施した意識調査におけ

る「性の多様性に関する用語」の認知度につ

いては、「ＬＧＢＴ」「セクシュアルマイノ

リティ」「パートナーシップ制度」という言

葉のいずれも、７０％以上となっておりま

す。 

 


